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昨今の市町村合併の影響で、転居しなくても住所表記が変わ
るケースが増えています。順次訂正に務めておりますが、訂
正漏れがありましたら最終面の「変更データ個人票」でお知
らせください。

静岡大学文理・人文同窓会事務局

〈住所訂正のお願い〉

人文学部長就任のご挨拶
2007年5月20日

人文学部長　浅利一郎

　平成19年４月から２年の任期で人文学部
長職を務めることになりました経済学科の浅
利一郎（教授、理論経済学）です。同窓会誌
『岳』の紙幅をお借りして、就任のご挨拶を
述べさせていただきます。
　文理・人文学部同窓会の諸兄姉には、常日
頃、人文学部の教育・研究をご支援していた
だき、また学部の発展に協力していただいて

おりますこと、人文学部を代表し改めてお礼申し上げます。
　私も静岡大学人文学部の卒業生（1973年卒業、人文５回）で、
学部の教員であるとともに人文学部のOBのひとりとして現役学生
達が自らの希望や目的に向かって少しでも前進することに協力した
いという気持ちで教育と研究に携わってきました。この度、分不相
応に学部長を務めることになりましたが、それもひとえに長年お世
話になった静岡大学と人文学部のためにできるだけのことはしたい
という気持からです。
　国立大学が法人化されて３年がたち、国立大学法人の問題点や課
題もだんだんと明らかになってきています。その中のひとつは、国
立大学の財政的基礎である運営費交付金にかかわる問題です。運営
費交付金は、国家財政の国債発行残高の累積的拡大もあって毎年減
らされてきており、さらに、教育研究をめぐる大学間競争により運
営費交付金を配分すべきなどという議論も出てきています。それも
国家財政の赤字累積からやむをえないことだという考え方もありま
すが、教育は「国家百年の大計」であることから簡単に経済の競争
原理で教育を考えるわけにはいきません。21世紀の少子高齢化社
会の到来の中で、日本の将来の展望を「物づくり社会」から「人づ
くり社会」に転換するというのであれば、教育こそ未来の日本社会
を支える基盤でなければならないところです。それに対し、国立大
学のもうひとつの役割である研究面では、科学研究費補助や産学共
同研究などによる外部資金の獲得が、研究上の財政的基礎になりつ
つあります。そういう意味では、国立大学は教育と研究の両面で経
済社会の要請に応えるとともに国際的に通用する高いレベルで教育
と研究をおこなうことが一層求められています。
　静岡大学は、2007年４月に興　直孝・新学長が就任され、ま
た、元人文学部長の山本義彦教授が教育担当理事・副学長として静
岡大学全体の運営に参画しました。
　新しい役員体制の下で、人文学部・大学院人文社会科学研究科の
教育改革を進め、また学部改組を含む教育組織の整備に、学部・大
学院のスタッフ一同で取り組むつもりです。これらは学内だけで進
める課題ではないので、文理・人文学部同窓会の助言や協力をぜひ
ともお願いしたいと考えております。
　最後になりますが、文理・人文学部同窓会の益々のご発展を願っ
ております。

旧制静高創立85周年記念大会開かれる
6月10日　帝国ホテル　富士の間

人文3回　三島文夫

　富士山をあしらった大きな緞帳のある静岡
ゆかりの人たちの集まりにふさわしい富士の
間。出席者約400名、うち、文理・人文同
窓会からは、約50名。鈴木基之文理・人文
同窓会会長、興直孝静岡大学長、浅利一郎人
文学部長も来賓として出席。

　午前11時から、19年度総会として事業
報告等が簡単になされ、その後、85周年記
念大会が催された。物故者会員に対する黙
祷。低音でゆっくり、「・・・はばかる富士
のね・・・駿河の海原・・・」と校歌斉唱。
土屋公献旧制静高同窓会会長挨拶「大正11
年、官立22番目として誕生。３年間ないし

４年間を過ごした。約5000
名の卒業生を輩出した。現存
する者は、千数百名。中曽根
元総理も今日は、一会員とし
て出席されておられる。今後
の同窓会のあり方について、
この一年間で皆さんに考えて
もらうことにしている。」。
続いて、興学長、浦和高等学
校同窓会理事長　神津直次さ
んから祝辞。その後、姫野友
美さん（新制静岡高校、東京
医科歯科大卒。日本薬科大学
教授。ひめのともみクリニッ

ク院長。父とおじは、旧制静高卒）の「男に
はわからない女の不思議」と題しての講演。
男と女は、生まれながらにして脳の構造その
ものが違う。男と女では、ものの感じ方、考
え方が違ってくる。その後、静岡大学吹奏
楽団による仰秀寮代表寮歌「地のさざめご

と」、応援歌「東西南北に」の演
奏。同吹奏楽団は、全日本吹奏楽
コンクール（大学の部）で、一昨
年、昨年と２年連続銀賞を受賞。
式典閉会の辞に立った大塚正信幹
事は、90周年もぜひやりたいと力
強く述べられた。その後、中曽根
元総理の乾杯で祝宴に入った。

第12回東海支部総会が開催されました。
人文14・水野裕之（東海支部副支部長 ）

　平成19年６月24日(日)午後４時から、名
古屋駅太閤通口の名鉄ニューグランドホテル
７階「扇の間」において、東海支部の第12
回支部総会が開催されました。
　大学から浅利人文学部長、同窓会からは鈴
木同窓会長はじめ各支部の代表の方々、そし
て工学部同窓会の浜松工業会愛知支部の代表
の方をお招きし、約50名の同窓生の皆さん
にご参加いただきました。
　総会に続く講演会では、名鉄不動産(株)勤
務の大村卓久さん(人文11)に、「最近の身
近な不動産事情」についてお話ししていただ
きましたが、名古屋駅周辺の再開発プロジェ
クトなど、改めて名古屋は「元気」なんだな
と実感させられました。
　懇親会は前回に引き続き、着席方式での
パーティー。会が盛り上がるにつれ、自分
のイスを引っ張ってきて話し込む姿があちこ
ちで見られ、とても良い感じだったと思いま
す。年配の先輩方には、やはりイスは必須で

すよね(笑)。会の盛り上がりが最高になった
ところで、恒例(？)となった清水碩二さん(文
理3)のシャンソンです。今回は「見上げて
ごらん夜の星を」をみんなで歌ったりしまし
た。
　そして雰囲気を一変してフィナーレは「地
のさざめごと」。竹本章さん(文理５)のリー
ドで、皆で心を合わせて高唱しました。８月
25日(土)に名古屋国際ホテルにおいて「東
海学士会寮歌祭」が開催されるとのこと。旧
制静高の歴史を継ぐ者として、皆で「地のさ
ざめごと」を歌いにでかけましょう。
　若い人が少ない、女性が少ない、そもそも
出席者数が少ないなど、様々な問題を抱えて
はいますが、二年に一度、こうして旧交を温
め合うのはとても素晴らしいことと思いま
す。次回は平成21年です。またお目にかか
れるのを楽しみにしています。
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勘定科目 決算額 予算額 増減 摘要

収　
　
　

入

終身会費 7,959,101 8,000,000 -40,899 新入生 317 名 , 既存会員 83 名
名簿売上代金 156,000 60,000 96,000 名簿 40 冊、写真集 1 冊

「岳」購読料 111,000 0 111,000 岳 37 冊
預金利息 3,530 1,500 2,030 定期預金・普通預金
法科支援協会 208,950 204,000 4,950 事務委託料
運営基金取崩 0 2,000,000 -2,000,000
寄付 75,000 0 75,000
小計 8,513,581 10,265,500 -1,751,919
前期繰越金 1,079,122 1,035,644 43,478
合計 9,592,703 11,301,144 -1,708,441

勘定科目 決算額 予算額 増減 摘要

支　
　
　

出

総会費 0 0 　
会議費 97,305 100,000 -2,695
交通費 340,510 200,000 140,510
印刷費 2,305,683 2,400,000 -94,317「岳」二回発行・増刊
通信費 1,593,397 2,000,000 -406,603「岳」郵送料
名簿諸費 747,738 1,000,000 -252,262 データ再入力・発行・配送
支部補助費 1,697,543 2,300,000 -602,457 基本・人数割補助 , 郵送料補助
大学関係費 253,050 860,000 -606,950 研究補助金
小集団活動 203,245 200,000 3,245 10 件
全学同窓会 271,115 100,000 171,115 負担金 71,115
運営基金 0 0 0
事務所費 1,674,007 1,800,000 -125,993 人件費・事務用品費
諸支出 118,535 50,000 68,535 支部総会・慶弔費
小計 9,302,128 11,010,000 -1,707,872
次期繰越金 290,575 291,144 -569
合計 9,592,703 11,301,144 -1,708,441

借　　　方 貸　　　方
科目 金額 科目 金額

(資産の部 )
流動資産
　　普通預金
　　定期預金
　　未収入金
　　立替金
固定資産
　　敷金

9,704,908
4,132,028
5,000,000
372,880
200,000

0

( 負債の部 )
　未払金
負債計

600,000
600,000

( 正味資産の部 )
　積立金
　　運営基金
　余剰金
　　固定資産
　　本年度余剰金
正味資産計

9,000,000
9,000,000
104,908

0
104,908

9,104,908

合計 9,704,908 合計 9,704,908

摘　　　　要 金　　　　額
   ( 資産の部 )
流動資産
　普通預金 ( しずおか信用金庫 No.1009195)
　　　　　 (　　　　〃　　　 No.151796)
　　　　　 (　　　　〃　　　 No.195831)
     　　　  ( 郵便局　　　　　 No.56867)
     　　　  ( 　〃　　　　　　 No.105137)
　定期預金 ( しずおか信用金庫 No.464666)
　定期預金 ( しずおか信用金庫 No.477502)
　未収入金 ( 平成 18 年度終身会費 )
　立替金
固定資産
　敷金 ( 本部事務所 )

                    資産の部合計
   ( 負債の部 )
流動負債
　未払金  

                    負債の部合計

432,472
3,147,015

552,541
0
0

3,000,000
2,000,000

372,880

0
9,504,908

600,000
600,000

                    差引正味財産 8,904,908

勘定科目 予算額 前年度予算 増減 摘要

収　
　
　

入

終身会費
預金利息
名簿売上
総会収入
法科支援協会
運営基金取崩

8,000,000
4,000
60,000
300,000
204,000

2,000,000

8,000,000
1,500
60,000

0
204,000

2,000,000

0
2,500

0
300,000

0
0

新入生350名 , 既存会員50名

3000円×20部

人件費

小計
前期繰越金

10,568,000
1,079,122

10,265,500
1,035,644

302,500
43,478

合計 11,647,122 11,301,144 345,978

支　
　
　

出

総会費
会議費
交通費
印刷費
通信費
名簿諸費
支部補助費
大学関係費
小集団活動補助金
全学同窓会
同窓会運営基金
事務所費
諸支出

500,000
100,000
400,000

2,300,000
1,500,000
1,000,000
2,300,000
1,150,000
200,000

0
0

1,800,000
300,000

0
100,000
200,000

2,400,000
2,000,000
1,000,000
2,300,000
860,000
200,000
100,000

0
1,800,000
50,000

500,000
0

200,000
-100,000
-500,000

0
0

290,000
0

-100,000
0
0

250,000

「岳」発行 , 宛名シール
「岳」郵送料
学生名簿送付、終身会費登録

研究補助費、奨学金

人件費ほか
旧制静高ほか

小計
次期繰越金

11,550,000
97,122

11,010,000
291,144

540,000
-194,022

合計 11,647,122 11,301,144 345,978
※科目間の流用を認める

平成19年度予算
期間　　平成 19 年 4 月 1 日 ~ 平成 20 年 3 月 31 日

（単位：円）

財産目録
平成 19 年 3 月 31 日現在

（単位：円）

平成18年度貸借対照表
平成 19 年 3 月 31 日現在

（単位：円）

平成18年度会計報告
期間　平成 18 年 4 月１日～平成 19 年３月 31 日
会計　落合康彦（人文 13）
監事　大橋昭夫 ( 人文 2)　　小川利春 ( 人文 5)　　早川登上 ( 人文 9)

（単位：円）

会計報告 19年度静岡支部総会開かれる
6月2日　東海軒会館

人文3回　三島文夫

○石神政一会長あいさつ
　平成19年度の静岡支部の開催に当たり、一言ご挨拶申し上げます。
　会員の皆様には、ご出席いただきありがとうございます。日ごろ、皆様には、同窓会活動に
ご理解とご協力をいただき、感謝申し上げます。また、ご来賓の浅利人文学部長様、中村法科
大学院教授様、鈴木同窓会長様はじめ、浅野理学部同窓会長様、小沢浜松工業会静岡支部長様、
福岡東京支部長様、阿部浜松支部長様には、それぞれ、公私ともお忙しい中、また、遠路、ご
臨席賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、静岡大学が国立大学法人としてスタートし、はや3年が経過しました。法人化により、
大学は、この３年間、大学の活性化や多様な教育機会の提供、地域に根ざした特色ある大学を
目指し、改革を推進するための様々な努力をされてこられたと承知しております。
　例えば、平成17年度にはじまった「市民開放授業」は、学生が受講している正規の科目の一
部を一般市民に開放する授業としてスタートしたものであり、世代間の交流の深まりや授業の
活性化の実をあげていると聞いております。
　特に、この「市民開放授業」の中には、市民グループが中心となって設立された「市民と静
大・共同企画講座を進める会」が、講座の企画、運営等について、大学に支援、協力するとい
う全国的にもめずらしいタイプの講座が開設されているとうかがっております。まさに、市民
との連携による大学づくりを目指したものといえます。昨今、"教育再生“が大きな課題として提
起されておりますが、高等教育の質の充実や研究水準の向上を目指しつつ、今後とも、地域と
大学の連携を強化する中で、大学のもつ知的財産の還元に努めていただきたいと思います。
　静岡大学法科大学院は、設置2年が経過しました。来年には、新修了生が誕生し、関係者の期
待する中、新司法試験を受験することになります。新司法試験でのすばらしい結果を期待いた
します。地域と連携し、地域に貢献する静岡大学法科大学院の益々の発展をご祈念申し上げま
す。
　なお、会員の皆様には、法科大学院支援協会への支援として、引き続き、寄付についてのご
理解、ご協力をいただきたく、この席をおかりして、お願い申し上げます。
　さて、今年は、大御所徳川家康公が駿府城に入城して400年という節目の年となります。本
日の講演会では、駿府との縁が深い家康公にスポットをあて、ご専門の静岡大学教育学部教授
小和田哲男先生をお招きし、「家康の生き方に学ぶ」と題してご講演をいただくことにしまし
た。ご期待ください。
　同窓会としては、今後とも、母校静岡大学との関係をより緊密にする中で、会の活動を活発
にするよう努力いたします。皆様のご協力をお願いするとともに、母校の益々の発展をご期待
申し上げ、挨拶といたします。

○浅利人文学部長あいさつ
　　法科大学院と学部の法学科との兼任の教官が7人にもなる。法学科の再編が問題となる。

○中村法科大学院教授あいさつ
　90名の学生が在籍。来年、新司法試験に挑戦する。昨年、法科大学院の1年生が一人、旧司
法試験に合格した。法科大学院での授業が大いに役立ったとのことである。学部の法学科の学
生の学力レベルもアップしている。入試の難易度では、北大より難しいようだ。

○小和田哲男教育学部教授講演

　　『家康の生き方に学ぶ』
　家康は長生きで75歳まで生きた。いまで言えば、
90歳ぐらいか。その人生の半分以上42年間を静
岡県で過ごした。8歳から19歳まで人質時代。人
質とは言っても、特別待遇の人質。臨済（ざい）寺
の住職、太原雪斎（京都妙心寺の住職を務めた当代
一の高僧。義元を育てた。）から教育を受けたこと、
元信、元康と義元から一字をもらって名前としたこ
と、義元の妹の子供である瀬名姫と結婚しているこ
とをみても、重臣待遇だったことがわかる。仮に、
岡崎で子供時代を過ごしたら、天下人家康は、無
かったのでは、ないか。
　天正14年浜松から駿府に城を移す。完成直後の天正18年に秀吉によって江戸へ移される。
秀吉は、関東の歴史（平将門の乱、頼朝の挙兵、古河公方の成立）をよく知らなかった。また、
歴史を学ぼうとしなかった。
　慶長8年（1603年）、征夷大将軍。２年在位で秀忠（27歳）に譲る。慶長１2年（1607
年）、駿府に来る。駿府での人質時代の思い出悪くなかった。駿府は、ふるさと。冬暖かい。
お米がおいしい。箱根、富士、大井川、安倍川、要害堅固、大阪方から江戸を守るに適してい
る。元和2年（1617年）に死ぬまで10年間、駿府城で生活した。日本の事実上の首都だった。
政策の立案は駿府で、政策の施行は、江戸の秀忠。
　家康は、「吾妻鏡」、「史記」等の歴史書、中国古代の政治論書「貞観政要」をよく学んだ。
藤原惺窩、林羅山（藤原惺窩の一番弟子）の講義をよく聞いた。駿府城内に私設の図書館を
作った。朝鮮から輸入した活字を使って駿河版という本を出版した。
　家康は、家臣を大事にし、周囲にも細かく気配りし、人をその気にさせるすべを心得ていた。



　第26回東京支部総会は6月8日（金）午後
６時から昨年同様アルカディア市ヶ谷（私学
会館）において開催された。二日後の10日開
催の帝国ホテルにおける旧制静岡高等学校創
立85周年記念大会への静大同窓会側の動員
協力により、当会への参加者減が危惧されて
いたところ、蓋をあけると前回より更に7人
減、29人という嘗てない少人数。聊か淋しい
幕開けとなった。
　司会は副支部長の伊藤英敏兄。支部長挨拶
後議事に入る。
　①2006年度事業報告及び2007年度事業
計画案、②2006年度会計報告及び2007
年度予算案を承認。③その他として吉川副支
部長から、支部活動強化への取組、特に人文
学部卒業生への役員移行体制の充実について
提案があり、規約を整備し、役員の任期を定
め、責任の明確化を図るため総会までに対策
を検討することとなった。

　議事を終え、来賓の御挨拶を頂く。
　先ず浅利一郎人文学部長。特別行政法人と
なって三年経過、これからの三年はその評価
期間、大学の実力が試されるときであると語
られる。
　次いで土屋公献旧制静岡高等学校同窓会

長。二日後に行われる85周年記念大会の参加
者は四百人余に達したが会員は年々減る一方
であり、90周年大会の開催はもう少し様子を
観てから決めて参りたい。いずれは静岡大学
の皆さんに後を受け継いで頂くことになるの
で宜しくお願いしたいと語られる。
　鈴木基之同窓会長からは大学及び同窓会の
動向につき詳しい報告がなされる。
　懇親会に移り、先ず毎年欠かさずご出席く
ださる金森誠也先生から変らぬエールが送
られる。司会から先生が今年出版された著
書『西洋の哲学・思想がよくわかる本』を寄
贈頂いた旨の報告がなされる。次いで乾杯の
発声は池田順次兄（文理１経）。暫し歓談の
後、来賓の紹介、石神政一静岡支部長、阿部
治彦浜松支部長、杉浦雅樹東海支部長、岩本
平関西支部長から夫々の支部の状況が報告さ
れる。又、今回初参加された浜松工業会の坪
井清充東京支部長、永野澄同副支部長が紹介
される。充実した活動状況を伺いつくづく羨
ましく感じる。
　会が盛り上がるなか、司会者の新趣向で
血液型Ａ型の代表として堀江析而兄（文理4
経）が登場、時局を熱く論じる。Ｂ型以下を
省略し人文学部出身者の紹介に移る。佐藤吉
元君（3経）、小川利春君（5法）、岡村忠
親君（19法）、紅一点の長坂史佳さん（31
法）の四人に抱負を語ってもらう。同窓会の
今後を託すべき期待の面々である。方々で歓
談の輪が広がり二時間余は瞬く間に過ぎる。
最後は恒例の寮歌斉唱。今回は来賓として御
出席の土屋公献作詞「君語らずや仰秀の」と
代表寮歌「地のさざめごと」を唱和し午後8
時30分解散した。来年は是非多数の方々、特
に若い人たちの参加を切望する。
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第 26 回東京支部総会
東京支部長　福岡　厚

東京支部会員の近況
東京支部会員の近況
6月8日の東京支部総会への出欠回答葉書より

石間敏治　文理1経
　相変わらず腰痛が続き参っています。
三好　玄洋　文理工進1
　元気にくらしています。5月10日には硬式テ
ニスの旧浦和高と親睦試合に参加。旧静高の先輩
と組んで3セット。全く敗退しましたが秋にそな
えて練習をしています。
関本　和男　文理２経
　家内が寝たきりになり（脳出血2回、恥骨骨折1
回）となり、介護専念。祈る盛会。
辻　　庸良　文理３経
　まだ働いています。汗水流して労働し、生活の
糧を得る仕組みの中で育ってきた私にとっては、
「投資」「企業買収」弱肉強食のいまの社会に
「いらいら」をつのらせるばかりです。
吉川　紀一　文理３法
　健康過信の罰があたり、昨年12月に十二指腸
がんで緊急入院し、5月10日にやっと退院しま
した。目下養生に専念して旧に復するよう努力の
日々です。
戸崎　延子　文理４経
“髪切って　七十路越せり　梅白し”―延子
　この頃俳句をぼちぼちやっています。老いの覚
悟を決めて生きていこうと思っています。先輩諸
氏、また同窓の後輩の方々と語り合い、老いを豊
かに学んでいきたいと存じます。
堀江　析而　文理４経
　昨年9.26に安倍首相宛て、首相官邸のHPを
通じて、二つの問題を提起した。一つは靖国神社
問題であり、A級戦犯を分祀するか、独立の戦没
者追悼施設を作るか、それまでは首相の参拝は避
けるべきこと。他は実質経済成長率は3％にし、
そのためには不足なるソフトウエア技術者の養成
が絶対条件であり、その数値目標を立てるべきで
あると。
森　　有子　文理４法
　憲法施行60年の節目に当たり、あちこちのメ
ディアで鈴木安蔵先生の憲法成立への陰の力が取
り上げられています。鈴木安蔵ゼミ生の一人とし

て、改めて先生の足跡を振り返っています。「日
本の青空」多くの人々に見てもらうことを願っ
て。
神谷　和夫　文理４経
　地域福祉活動で頑張っています。人のために働
くことはたやすいことです。自分がそれが出来な
くなって、人の助けがなければ生きていけなく
なった時にどうするかと自問しています。そのと
きは自分の立場をはっきりと理解し、最後まで残
された自己の能力を総稼動して生きる、そんな自
分でありたい！
池谷　秀雄　文理５英
　静大を卒業して丁度50年になります。よしそ
れとても春の夜の、夢の中（うち）なる夢なれ
や、夢の中なる夢なれや、すべては儚々として。
小林　　茂　文理５経
　2年前に胃がんの手術を受けた後は、もっぱら
健康に注意しながらの生活をしております。地域
のオジサマ達とゴルフを楽しんでやっています。
松野　達雄　文理5経
　73才。テニス、碁、絵、孫育て、２～３のボラ
ンティアなど、自由に暮らしております。
増田　　等　文理５化
　格差の拡大や憲法改正案に見られる政府の戦前
回帰の政策や、世界的な環境悪化等未来の見えな
い世に不安を感じるこの頃です。小生難聴にな
り、集会での話を理解することが困難になりまし
たので、もっぱら本などを読んで世の動きに正し
い判断をしたいと努力しています。また家庭菜園
を趣味として自然に親しむ生活を大切にしていま
す。
西尾　克彦　文理医進５
　1999年、腎癌で右腎摘。再発を心配しながら
も目下元気で相変わらずの病院勤めです。
湯川　正孝　文理6数
　甲状腺の癌はなおりました。ぼけがすすんで来
て困っています。
福岡　　厚　文理７法
　首都大学（旧東京都立大学）の科目等履修生と
しての学習も６年目になります。日本の古代・中
世のゼミを中心に10科目、週４日の通学は、老
体にとって精一杯といったところです。５月１４

日「国民投票法」が成立しました。しかし民意
を正しく反映しない現在の国会で「憲法改正の発
議」をすることは疑問があります。「一票の格差
を是正することが先決」とい宍戸常寿（一ツ橋
大・前都立大准教授）の意見（「世界」５月号）
に同感です。そもそも何のための改憲か、それが
問題です。
羽田　祐一　文理８化
　昨年社会生活を総括して、日科技連出版社から本
を出版しました。題目は「身体知経営」です。興味
ある方はお読みください。製造業の本質を書いたつ
もりです。
池谷　清彦　文理８経
　まだ仕事をしておりますが今年の９月をもって
契約満了の予定です。健康に恵まれ、海外旅行、
ゴルフなどを楽しんでいます。
井村　謙一　文理８経
　昨年の３月に大動脈瘤の手術をしました。いま
だに手術跡が痛みますが、元気になりました。初
めての入院・手術でしたのでいろいろ心配しまし
たが、同窓会の幹事で大先輩の三好さんから、同
じ病気で手術された経験談や資料を頂き、心丈夫
に手術を受けられました。本当に有難うござまし
た。
中溝　　浩　文理８経
　九段下駅前で司法書士事務所を開設して7年目
になりました。人文の岡村忠親さんから職場が近
いので近々中に事務所を訪ねたいとの電話を頂き
大変嬉しく思っているところです。
橋本　益男　文理９数
　八王子と熱海（老人ホーム）を行ったりきたり
のばたばたした生活を、ここ当分（あと1年？）
続けるけることになりそうです。
澤木　理人　文理10法　　
　三井金属社定年退職後、税理士で頑張っていま
す。　
大原　　治　文理11法
　晴耕雨読をこころがけましたが、晴耕のみ実
現。東京から離れた仙台で80坪の家庭菜園に埋
没中です。
松崎　早苗　文理12物
　杉並病(プラスチック・ゴミ圧縮施設から出る
ガスのため) の原因を突き止める研究活動をボラ
ンティアでやっている。ご支援いただければ幸い
です。

児玉　英二　文理13物
　文理・人文と両学部にまたがる卒業生OB会を
同じ同窓会で行うには、教育環境・学生生活の異
なる世代が会することになり、限界に来ていると
感じます。会に出席した場合、文理1～10回卒
（古希を過ぎた方々）以外は旧知の方はゼロが当
たり前でした。会の活性化に向け、改革を望みま
す。
龍口　和也　文理13経
　妻が本年3月脳梗塞（リハビリ中）のためなか
なか外出が困難になってしまいました。
村松　靖夫　文理15経
　インドネシア（ジャカルタ）で仕事をしていま
す。10月に帰国しましたらよろしく御願いしま
す。
三井　英俊　人文１法
　定年退職で37年間の中学校社会科教師を終え
ました。学生時代には夢想だにしなかった憲法改
悪、再武装が現実味を帯びてこようとは。アメリ
カの要請で金ばかりでなく、人材まで出さねばな
らなくなるのかと思うと残念。しかしまだまだ簡
単には。映画「日本の青空」上映に取り組んでい
ます。鈴木安蔵教授が思い出されます。
佐藤　吉元　人文３経
　会社は早期退職をして、まちづくりコンサルタ
ントを自営のような形でやっています。H18年
９月に知人たちと「NPO法人元気なまちと仕事
づくりの会」を設立し、その仕事づくりをしてい
ます。地元の市のボランティア活動と活性化に力
をいれて、３年ぐらい頑張ろうと思っています。
小島　　幸　人文14法
　青森県六ヶ所村で単身赴任中です。日本原燃
(株)原子核燃料サイクル施設に向けての営業を
行っています。本年11月の竣工にむけてアク
ティブ試験中です。青森方面にお越しの折はお立
ち寄りください。
土居奈生子　人文26日文
　研究活動もほそぼそと続けています。子供がま
だ小さく、同窓会に出席できませんが、充実した
毎日を送っております。
阿部　真弓　人文31社
　地元の自動車販売会社に勤務して6年経ちまし
た。大学の同窓生とは交流がありません。今回欠
席しますが、次回思い切って出席できればと思っ
ています。

 “卯月の春の深みゆく　その頃なりき故郷を
はなれて美（ウマ）き憧れに　うばらの丘に
集いしは”…不二寮を出たのはもう半世紀前
のこと。毎年恒例の不二寮会も今回（06年
12月３～４日：大崩海岸の「石上」）で20回
目となった。当初は首都圏在住者を中心とす
る忘年会から始まったこの不二寮会も、その
後、９回卒を挟んで前後に広がり、現在６回
卒～14回卒の不二寮生が集まってくる。10
年前からは一泊旅行とし首都圏各地と静岡県
で交互に開催している。夫婦同伴者も増え、
5年前からは「我らがマドンナ」田辺（旧姓
茂木）郁子さんにも参加していただいて一段
と華いだ集いとなっている。卒業後に全国に
散ばり、退職後は郷里に引っ込んだ懐かしい
顔が遠くは九州（鹿児島）、関西（大阪・京
都・奈良）などから集まってくる。かつての
紅顔の美少年の面影をかいま見せながら、実
社会でもまれてきた風格のある顔・顔…弁護
士・会計士・弁理士・税理士など専門分野
で活躍中の人、学術研究や教職に身を置く人、
現役で実業界で活躍中の人、リタイアしてか
らは海外探訪（ネパール・シルクロード・花
巡り紀行など）、自伝・エッセイ集・詩集の出
版や趣味（山登り・囲碁・ゴルフ・旅行・読
書など）や地域のボランティア活動で余生を
楽しんでいる人などさまざまであるが、各分
野の薀蓄に耳を傾けながら学生気分に浸れる
のは寮生活の再現のようで楽しい一時である。

　今回の出席者（敬称略※印は幹事）は７回
卒の福岡厚、８回卒の安田良隆※（夫妻）・
岩水克之（夫妻）・伊藤芳亮（夫妻）・茶敬次
郎・吉田又康、９回卒の藤原宣夫・石川富士
弥・沢村勝義（夫妻）・石神伸・三浦政弘・渡

辺武生・蛭海雄介・西村浅弘・森茂・長橋和
男・森本康男、10回卒の武田良夫（夫妻）・棚
橋良次、11回卒の糟谷省三・中村胖※、12
回卒の西口紀雄※・春木重徳と田辺郁子さん
の総勢29人。今回参加出来なかった不二寮生
には6回卒の安田尹久、7回卒の山内庸生・西
尾幸彦、8回卒の山元登・降旗弘一、９回卒
の徳田勤・永田忠直※・長谷川浩、11回卒の
今村玲一郎・田代和則・増井忠弐、14回卒の
香川克巳らがいる。
“花時うたうべし　青春奏ずべし　うたうて

俗なるべからず　奏でて卑しきをゆるさず
…”と、経済的には貧しかった時代に“同じ
キャンパス・同じ学舎・同じ学寮”で共に学
び青春の意気に燃えた日々、静大同窓として
の矜持と胸に名を惜しみつつこの半世紀を生
きてきた輩…“有朋自遠方来　不亦楽乎”で
ある。この心の絆をいつまでも大事にしたい
と思う。不二寮会の開催時期は毎年12月最
初の土・日か日・月です。今まで出席してい
ない不二寮生の方々には是非“懐かしい古い
顔”を見せてください。（なお、１回卒～６
回卒のもう一つの不二寮会も数年毎に開催さ
れています。）

不二寮会（20 回）：大崩海岸に集う
幹事　森本康男
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　11月11日、午後6時より、静岡市のマイ
ホテル竜宮で2年ぶりに仰秀寮―穆寮会議が
開催されました。以前は3年毎に開いていた
のですが、高齢になりあと何回続くかわから
ないので最近は2年に1回になり、今回は毎年
やったらという意見も出ました。
　上は昭和27年入寮から下は昭和40年入
寮まで37名が集まり、青春時代にタイムス
リップして大いに楽しみました。田邊（旧制
茂
も ぎ

木）さんには病をおして出席していただき

大変ありがとうございました。
　長老の田中さんのカンパイで始まり、先輩
から順々に「近況報告」をしていきましたが、
昔話しやら旅行のはなし、健康の話…等、と
ても時間が足りません。
　寮歌に移って、「仰秀寮第一～第四寮歌」
「穆寮々歌」「ノーエ節」「一休さん」「国

際学連の歌」「兄弟心中」…ロンドも出て、
まさしく「青春時代を謳歌」しました。
　司会の関さんが時間だからとやめるのに一
苦労しました。
　二次会では加藤君が作ってきてくれた寮生
活の懐かしい写真のスライドを上映し、寮祭
や合コン、ストームの写真に大歓声がわきお
こりました。「あの頃君は若かった」を実感
した日でした。その後グループにわかれて夜
おそくまで談笑しました。

　次の日は静大跡地・浅間山方
面と現在の静岡大学見学グルー
プに分かれて行動し、城北公園
へ行った人は浦島太郎の気持が
わかるねと話してました。浅間
山の頂上からはきれいな富士山
も見え、ハイキング気分を満喫
する事ができました。
　静大へ行った人たちは途中、
仰秀寮の後を継いだ雄萌寮に立
ち寄った後、広く高低差の大き
い大谷キャンパスを車で一巡し
た。その中で、ビキニ事件を契

機に発足した放射科学研究施設（現理学部施
設）のリニューアルされた放射科学実験棟を
見学した後、理学部の講義室に入り、暫し往
事を懐かしんだ。さらに日本平で素晴らしい
富士山と対面し大きな感激を受けた。
　ともあれ、充実した二日間を過ごしました。

大いに語り飲み歌った穆寮会議を開催！

　平成18年度２回目の東海地区「魁寮の会」
が忘年会を兼ねて平成18年12月16日（土）
高層ビルの建設ラッシュ著しいJR名古屋駅前
の居酒屋「たい信」で開催されました。
　会は河合会長（文理2）の
挨拶、市村特別会員（旧制静
高）の乾杯の音頭で始まり盛
り沢山の寄せ鍋料理を味わい
ながら進められた。参加者の
近況報告では文理1、2回生
の先輩から東海三県在住の静
大文理1、2回生が、ここ名
古屋の地で懇親会を兼ねた
「ワンツゥ会」と称する同期
会を立ち上げたことが報告さ
れ、多くの参加者を求めて、
既に2回開催され女性の同期
生も数名参加されたそうです。
時の話題では憲法改正、教育基本法改正問題
など憂慮すべき傾向が強まり加えて益々格差
社会の進展により先行き不安が増大している
との声が多く出されました。また年々会への
欠席通知に病気による不参加が増加してきて
いることも心配であり、お互いに健康だけに
は十分気をつけましょうと誓い合いました。
　今回の魁寮会は常連組の欠席が多く参加者

10名と一抹の寂しさを覚えましたが伝統ある
魁寮会だけに、これからも年2回の開催は続
けていくことを確認し散会しました。　

（出席者）
　亀井松壽（文理2）、河合俊孝（文理2）、
　内山賢治（文理2）
　中村幸夫（文理2）、間瀬　晃（文理5）、
　水谷達仁（文理7）、余川彬夫（文理11）、
　和田孝宣（文理12）、鈴木　徹（文理13）
　市村平一郎（旧制静高）

平成 18 年度 2回目の魁寮会開催
～東海地区「魁寮の会」開催～

文理 7 経　水谷達仁

　名古屋「ワンツー会」では、昨年11月9日
に結成後2回目の会合を、続いて第3回目を
本年5月10日に、恒例となった名古屋駅前の
「たい信」で開催しました。
　第2回は静岡の松永晶子さん(文理2)を加え
た15名の参加、第3回は横浜の東儀千鶴子さ
ん(文理3)を加えた13名が参加し、昔話に花
を咲かせました。旧友達と青春の日々を語り

合うのは本当に楽しいひとときです。11月下
旬には第4回目の会を予定しています。皆さ
んの参加をお待ちしています。

※第２回目の会を開く少し前に、文理1の山
岡伊織さんがお亡くなりになりました。心か
らご冥福をお祈りいたします。

第 2・3回と続く名古屋「ワンツー会」
文理2・河合俊孝(名古屋ワンツー会発起人代表)

　平成19年５月12日（土）正午より「大阪
ガーデンパレス」において、第42回全国寮歌
祭が開催されました。
　当日は朝から快晴の寮歌祭日和。全国各地
から「昔の若人」が多数、大阪に集われまし
た。
　今年は旧制静岡高校が85周年に当たるた
め、特別出演での出演となり、例年の４～５
名での出演では格好がつかないと関西静高会
の皆さんを中心に一念発起。静大同窓会関西
支部にも呼びかけられて、事前の打ち合わせ
も重ね、当日は、静高が関西静高会代表幹事
の村尾さんを始め、山梨さん、早川さん、柳
瀬さん、近藤さん、それに静高同窓会東京本
部の深沢さんと西田さんを含めて7名、静大
が関西支部長の岩本を始め、五道、溝端、加
藤、山端、竹山、田中、濱本、それに岐阜の
望月さんも加わって９名、関西静高会のご家
族２名も含めると、総勢18名の大集団（？）
となりました。
　寮歌祭本番では、静高は11番目の登場とな

り、シューベルトの「野バラ」をドイツ語で
唱いながら登壇し、関西静高会の早川さんか
ら演目の紹介のあと、まず、仰秀寮代表寮歌
「地のさざめごと」を序詞、１番、３番、５
番を唱い、寮歌「時じくぞ花」の１番、寮歌
「ゆたけき胸の」の１番を唱って、最後に、
ストームソングの「富士の白雪」を唱いなが
ら降壇しました。舞台には、静高の姉妹高で
ある旧制浦和高校の皆さんも加わってくだ
さって、８分間の持ち時間を力一杯唱い切り、
静高ここにありとの意気を全国の元寮生に示
した次第です。
　出演後、昼食を取りながらの懇親会では、
応援してくださった浦和高校の皆さんから、
「静高は若い人が多くていいなあ」とうらや
ましがられて、我々静大も少し胸を張れまし
た。
　関西支部としましては、今後とも、こうし
た催しなどを通じて、関西静高会との交流を
深め、静高・静大の別なく、同窓会活動を大
いに発展させていきたいと思っております。

静高・静大で盛り上げた全国寮歌祭
人文10・法　田中稔崇（関西支部幹事）

　日本国憲法施行から60年、5月には改憲の
ための「国民投票法」が国会を通過し、憲法
への国民の関心が高まっています。現憲法の
草案となったＧＨＱ案には明治の自由民権運
動以来の流れを受け継いだ在野の「憲法研究
会」がまとめた「憲法草案要綱」という手本
がありました。その草案を中心となってまと
めたのが元静岡大学教授鈴木安蔵（憲法学・
昭和26年～42年）でした。日本国憲法の間
接的起草者ともいえる鈴木安蔵を中心とした
憲法の成立過程がＮＨＫ・ＥＴＶ特集「焼け
跡から生まれた憲法草案」（07、2、10）
として紹介されました。地元「静岡新聞」は
昨年来“青空は見えたか、鈴木安蔵とその時
代”“斬新な憲法案があった”“ＧＨＱに多
大な影響”等々特段の扱いで報道しました。
　この鈴木安蔵を主人公とした映画「日本の
青空」が企画され、昨年７月にこの映画の製
作・上映を支援する静岡の会（代表・佐藤博
明静大元学長）を発足させて活動をすすめて
きました。昨年12月発行の本「岳」46号で
映画「日本の青空」製作支援のお願いをした
ところ、早速の協力をいただき、70名の方よ

り742,000円（学生新聞「元気会」分32名
267,000円含）という、心のこもった大き
な協力をいただきました。みなさまより寄せ
られた熱いメッセージひとつひとつには感動
させられました。映画には「静岡大学文理・
人文学部同窓会有志」「静岡大学学生新聞
「元気会」有志の会」としてクレジットタイ
トルに掲載されています。
　また静大同窓生関係としては製作委員（1
口製作協力券100枚、10万円）に英文科有
志の会、文理学部女子学生ＯＧの会、文理学
部２回生「憲法ゼミ」参加者一同、文理・人
文学部日本史・考古学ＯＢ・ＯＧの会、その
他個人名等での直接、間接的な多大の協力を
「支援する静岡の会」に寄せていただきまし
た。全国各地でも映画「日本の青空」への静
大同窓生の支援・協力の動きが伝えられてい
ます。みなさまの支援にあらためて心から感
謝いたします。
　映画「日本の青空」はこの春に完成し、好
評のうちに全国各地で上映がすすめられてい
ます。恩師、鈴木安蔵先生の映画をより多く
の方々に観ていただけるよう願っています。

映画「日本の青空」好評、全国上映へ
―支援ありがとうございます。

映画「日本の青空」を支援する静岡の会
事務局長　上田克巳（文理9回）

「日本の青空」へのご協力ありがとうござい
ました。
　卒業生の方から寄せられた寄附金の振込用
紙の通信欄からは、鈴木先生や「日本の青
空」に対する熱い思いが伝わってきます。そ
のいくつかをご本人の同意を得たうえで、紹
介します。　山口　茂（人文１回）

☆中村　厚　新潟県三条市（文理12回）
　私は、文理第12回（昭和39年３月）法
学・政治学専攻卒業者ですが、鈴木安蔵先生
（安蔵(あんぞう)さん）から憲法の講義を受
けました。このたび、映画「日本の青空」に
先生が主人公として、製作・上映されること
になって、当時の講義の先生の話しぶりがな



　「供養とスケッチの
四国八十八ヶ所寺遍路旅」

小林五郎（文理9回）

い次々に参拝している。バスの団体さんは本
堂前に整列して声高に読経する。おそろいの
服装で並び、カスタネットのような小さな木
魚を打ち鳴らし、独特の抑揚をつけた節まわ
しでお経をあげる。後で判ったのだが、近畿
ツーリスト等の旅行会社が競争でお遍路バス
を仕立てて四国に送りこんでいるらしい。
　当然ガイドつきで、この人達があの特有の
節まわしの読経を演出しているようだ。お遍
路の納経帳も一括とりまとめて記帳してもら
い、遍路さん達はぞろぞろと後について歩く
だけだ。お寺の坊さんのお経はあまり抑揚が
なく平板で流れるような感じなので、お経と
はそんなものかと思っていたら、突然大集団
が現われ、バカ大きい声で木魚を打ち鳴らし
ての読経だ。私なんぞは小さい声で遠慮しい
しい唱えているからたちまち打ち消されてし
まい、自分がどこまで唱えたのか判らなく
なってしまう。その都度最初からやり直す始
末で、〝あれ？　いまどこまで唱えてたっけ
か？〟慣れないお経は途中でと切れると後が
つづかなくなりやり直すことしばしば。これ
じゃ耳に栓でもしないとたまらない、そんな
思いがしてくるのだ。今でもあの節まわしは
決して好きにはなれないが、耳なれてくると、
静かな山寺にこだまするあのパカパカという
木魚の音と抑揚のある読経は四国お遍路の風
物詩の一つかと思えるようになった。個人の
歩き遍路は私服で菅笠もつけたりつけなかっ
たりで、大きなリックを背負っているのが特
徴だが、バスの団体さんは同じスタイルでな
いと不安になるのだろうか、判で押したよう
に皆同じかっ好でリーダーに従って同じ行動
をする。いかにも日本的だと思う。
　宿に着くとまず洗濯、そして日記の整理と
スケッチの色づけ。今夜の泊りは焼山寺の宿
坊、同宿者は7人。前日雨の中で会ったご夫
婦、東京、大阪方面からきた人もいてにぎや
かだ。12畳間に2人の相部屋で、相棒は九州
からきた40才代のサラリーマンの加茂さん。
　ふすまで仕切られた隣室が先程からにぎや
かで、廊下を歩く音がドタドタしていて歩行
困難の様子。話し声から判断すると、足の状
態が最悪で、これ以上歩けないから、明日帰
る段取りをしていて、自宅への連絡やタク
シーの手配を忙しそうにしている。他人様の
ことは干渉したくないのでスケッチの色づけ
に専念していたのだが、同室の加茂さんが
リックから荷物を出して隣室に出向いていっ
た。足を痛めていた女性が何度もお礼を言っ
ていたから多分傷の手当てをしてやったのだ
ろう。
　加茂さんは薬局を経営している薬剤師さん
で、リックの荷の半分は薬品関係だという。
　本人も足の裏のマメを針先でつぶして薬を
つけたり、身体のあっちこっちにペタペタ絆
創膏を張りつけている。私はこうしたものは
全く持ってきていないのだが、絆創膏を１～
２枚いただいてはりつけてみた。東京から来
た女性は足裏と踵にできたマメが破れて赤肌
がむき出しになっている。大変な激痛で、こ
れ以上険しい山道を歩いて旅をすることは出
来そうにない。加茂さんが鎮痛剤を調合し手
当てをしてやったら痛みも大分おさまって歩
けるようになったみたい。こんな一件で人間
関係の輪ができ、夕食は隣室の人も加わり４
名でにぎやかに始った。同室の加茂さん、大
騒ぎしていたのは東京の橋本さん、姫路市か
らきた宮西さんの４名。これにもう一人東京
の金浜さんがいづれ合流することになってい
るのだが、６時を過ぎても姿が見えない。
　実は金浜さんと宮西さんとは安楽寺から一
緒で、昨夜もさくら旅館で同宿しビールで乾
杯した仲なのである。今夜また焼山寺でお会
いしましょうと約束して宿で別れたので来る
はずなのだが外は既に真暗だ。あの深く昼で
も薄暗い林の山道を果してここまでたどり着
けるのか。私は〝昨日もかなり疲れているみ
たいだったから、焼山寺をめざしたが、途中
日没であの柳水庵で泊ったのではないかな〟
と云うと宮西さんは否定し〝いや、絶対ここ

まで来るはず、今から私が迎えに行こうか〟
と言いだす。そうはいっても皆疲れているの
で誰一人動こうとはしないのだが。途中まで
待っていたが待ちきれず食事をすませた７時
すこし前に入口で人声がし、重い足を引きず
るようにして金浜さんはやってきた！
　あの暗闇の山道をたった一人で懐中電燈頼
りに歩いてきて、山門の燈りを見たときは涙
がこぼれたとしみじみ語った。皆でビールで
乾杯し金浜さんの無事をよろこび合った。

9月21日
　４名は朝一番平等寺まで送ってもらい、徳
島県最後の１日がスタートする。土井さん夫
婦は今夜が最後になるので海岸近くの宿に泊
りたいとの希望があり、私達は寺の近くを考
えていたので記念撮影しましょうと４人並ん
で山門の前で撮る。私はカメラを持っていな
いのでこの写真は貴重な一枚になった。

　平等寺から薬王寺へは高知県寄りに一気に
南下する。距離にして21キロで楽な行程だが
室戸から高知に通じている国道55号線を歩く
ので、激しく往来する大型車に身をさらすこ
とになる。その上トンネルが多く、歩きはじ
めて１時間にトンネルを４つ越えた。今まで
1週間歩いてきて交通量の多い国道のトンネ
ルは初めての体験。トンネルの歩道は狭く側
溝巾しかない。照明は暗くて中央部では足元
が見えず手探り状態になる。壁面を手でこす
りながら文字通り必死の思いで歩く。問題は
車だ。小型車はまだいいのだがコンテナをつ
けた大型車や大型ダンプは最悪。今回初めて
判ったが、後から抜かれる瞬間、一瞬迫って
きた車の方に引っぱられ、通過した瞬間強烈
な追い風で車に引きこまれる。丁度ムチ打ち
状態になるのだ。歩いているとふらついて車
道に落ちてしまうので、立ち上り両脚をふん
ばって通過するのを待つ。耳をつん裂くごう
音と排ガスの中を何百ｍも、時には２キロ近
く歩くのは命の縮む思いがする。
　やっとの思いで抜けると、自転車を止めて
のんびりと食事をしている２人組に会う。定
年組で、２人は途中で出会い一緒に旅をして
いる由。食べていた焼き鳥を１本づついただ
き、代りにミカンをお返しして〝お互いに気を
つけて〟と別れた。薬王寺には13時に着いた。
　山門には大きなわらじが奉納されている。
入るとすぐ33段の女厄坂と42段の男厄坂、
それに61段の還暦の厄坂があり、どの石段に
も両端に靴がすべりそうになるほど１円玉が
置かれている。厄年の人が年の数だけ１円玉
を置いて厄除けをするからだ。「日和佐のお
やくっさん」として親しまれ、厄除けの寺と
して広く知られている。また近くの日和佐海
岸はウミガメの産卵地として有名で、境内か
らその入江が一望できる。
　今夜の泊りは橋本さんの希望で「善人宿は
しもと」に決め境内より電話して予約を入れ
た。男の人が電話口に出て「室戸岬方向に
500m来ると麦飯の看板が出ていますが、そ
こになります」という。現地に行くと2階建
のレストラン風の建物はあるが宿らしき看板
がない。
　１階は仕出し屋風で土産物も売られている。
　主人に訪ねたところ「あのバスに泊って下
さい！」とのこと。え！？あのおんぼろバス
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　「熊野古道を行く」の連載を終えてから、
沢山の人から続けて欲しいと声をかけられま
した。こんなに沢山の方々に読んでいただ
いているとは全く考えておりませんでしたが、
私の文章で楽しんでいただき、また定年後の
生き方の一つの参考になればと思い、63歳の
時の記録「供養とスケッチの四国八十八ヶ所
寺遍路旅」を抜粋して連載することにします。
気軽に読んでいただけたら幸いです。
　42日間に及ぶ長旅で全文の連載は無理です
から、4つの県で各2日間計8日間を4回に分
けて紹介します。こんなわけで前後の脈絡は
欠けますがご了承下さい。ご存知かもしれま
せんが、四国お遍路とは四国の４県に点在し
ている弘法大師ゆかりの寺を巡る旅で、全長
は1400キロ、寺から寺への距離は短い所で
２キロ、遠い所では70キロになります。大
概はバスツアーでのお遍路になりますが、全
コース歩く「歩き遍路」もかなりおります。
私は2000年の9月13日に四国入りし、翌
14日から歩き始め10月25日結願しました。

9月16日
　3日目は5時半起床、7時には宿を後にする。
藤井寺を打ち終えていよいよ山道に入る。
　入口に焼山寺まで12.4キロの標示があり、
山道の12キロは辛いし充分1日コースだ。意
を決して登りはじめる。山道は2日続いた雨
で濡れているが、谷川状態にはなっていない。
それに意外に身体が軽い。アスファルトの固
い道より岩や木の根でゴツゴツした山道の方
が疲れないし、変化があって楽しい。永年山
に親しんできたせいだろうか、心配していた
程ではなくスイスイ歩けてしまう。
　この調子この調子。上り下りを何回かくり
返し、進中番外霊場の長戸庵、大師手植の大
杉とその根元に建つ３m近い大師像を通り過
ぎ、山中の閑静な場所にひっそりと建つ柳水
庵にさしかかる。この宿は数人しか泊れない
小さな遍路宿だが、五右衛門風呂がつとに有
名で、何回かお遍路している人はここで泊る

のを楽しみにしている由。空には夏雲が流れ、
晴れ間から暑い日差しがもどってきた。近く
の山林ではツクツクホーシが鳴いている。道
は一旦谷底まで下りる。2日続いた雨にも拘
らず清らかな水が岩をぬって流れ下っている。
再び上り坂、枯れた杉葉が厚く積み重なり
クッションになっているゆるやかな上り坂の
山道を延々上る。途中で昼時になり、宿の主
人が朝早く起きてつくってくれたおむすびを
いただくことにしてリックから出すと、パッ
クに手紙が輪ゴムでくくりつけられている。
「徳島でしか味わえない人々とのふれ合い、
思いやり、親切、荷物にならない思い出一杯
リックにつめてお帰り下さい云々」と走り書
きされている。平静心のとき読めば何の変哲
もない文章なのだが、こまやかな気配りをし
て接待してくれたご主人の人柄や、このおむ
すびもお接待で用意してくれたものだし、何
よりも、痛む体で、誰一人いない山奥を一人
旅している身にとっては、それは心の奥底か
らジーンと浸み透ってくるメッセージなのだ。
　人の心の温かさをしみじみと感じながら食
べた忘れられないおむすびでした。

　比較的元気な私には、この程度の山道は言
われている難所とは程遠く、日本平のハイキ
ングコースを歩く気分で上りきり、13時半過
ぎには焼山寺に着く。有名なだけあって、バ
スやマイカーの団体客が何十人もひしめき合

つかしく思い出されます。1／29の朝日に
も記事がありましたが、先生のことが広く伝
わることがうれしいです。講義を受けたとき
のテキスト「憲法学原論」（最近別の人から
静大図書館に寄贈されたとの事（高橋さん
（女））を持っています。

☆鈴木　徹　名古屋市中川区（文理13回）
「日本の青空」製作協力カンパ送ります。公
開を楽しみにしております。

☆神谷幸男　神奈川県海老名市（人文５回）
「日本の青空」ぜひ見たいです。鈴木安蔵先
生の果たした役割をもっと知りたいとも思っ
ています。

☆堀田雅男　三重県桑名市（文理15回）
　防衛庁の「省」への格上げ、教育基本法の
「改正」等、保守政党の長年の念願だったは
ずの大事がいとも簡単に、あっけなく国会を
通る世の中に薄ら寒いものを感じます。今、
戦争のできる国へと憲法９条の改悪が画策
されていますが、次世代のためにも何として
もこれは阻止しなければと焦慮していた矢先、
同窓会誌で「日本の青空」の映画製作のこと
を知りました。少しでもお役に立てればと思
い、送金します。

☆戸崎延子　横浜市金沢区（文理11回）
　教育基本法が全くおかしなやり方で改悪さ

れ、また日本国憲法にも改悪の手がのびてい
ます。この国の理想はどうなったのでしょ
う！私たち世代の人間は死ぬまで戦争反対を
語りつづけます。「女子学生の会山本美千代
さんによろしく」

☆奥東富子　静岡市葵区
　夫奥東保は18年６月８日亡くなりました。
元気でおりましたら映画「日本の青空」の完
成をどんなにか喜ぶことでしょう。鈴木安蔵
先生に学びました。文理第６回卒業です。

☆横山美智子　横浜市旭区（文理10回）
　一口はとてもムリですが、私としては６万
の年金からの出費です。地域の九条の会でも
「日本の青空」製作協力券というものが発行
され、庶民の浄財が集まっています。

☆兵藤　忍　愛知県知立市（人文１回）
　人文第１回の卒業生です。丸山先生の憲法
ゼミで学びました。当時の教養課程で鈴木先
生の講義を受けました。「映画」の成功を切
望いたします。

☆森　有子　東京都中央区（文理４回
　　　　　　　　　弁護士・安蔵ゼミ）
「日本の青空」の成功を願います。鈴木安蔵
先生の憲法に対する足跡が広く知られること
は大きな喜びです。

静岡市で8/11〜8/24上映（サールナートホール）決定!!

（焼山寺より）

（平等寺本堂）
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「大学生活」
人文学部経済学科２年　比屋根麻希

　地元、沖縄を離れ、ここ静岡大学に進学し
て、もう２年という月日が経つと思うと、と
ても早く感じます。大学生活は、高校とは全
く違い、親元を離れ一人暮らしをしなければ
ならないし、家のことはもちろん料理だっ
て、洗濯だって自分ひとりでやらなければな
りません。最初は面倒くさいし、嫌だなって
思うことが多々あったけれど、今では、慣れ
てきました。夏休みのような長期の休みに家
に帰ったら、母が洗濯しているのを見ると、
無意識に手伝う様になったくらいです。この
2年で私自身変わったと思います。さきにも
言ったように、母の手伝いだって前の私から
したら自立という大きな一歩だと思うし、何
でもかんでも親のいうことを聞くだけじゃな
くて、自分の人生、これからのことをとても
よく考えられるようになりました。
　２年生になり、遠く離れた沖縄から、ガミ
ガミと電話やメールで親に色々いわれること
だって、前ならうるさいなぁって思っていた
のが、例え、ガミガミとうるさいと感じてし
まうかもしれないけれど、私の親ほど、こん
なに私のことを思っている人は居ないぞっ
て、ほんの少しだけど電話口で思えるように
なりました。私の家族は、少し変わっている
かもしれません。よく他の友達から、女の子
だから、心配で地元の大学に進学しなさい、
といわれたなんて聞くけれど、私の親は、静
岡大学に進学することに心よく賛成してくれ
ました。小さい時から、色々な国々へ連れて
いってもらったり、もっと自分の目で知らな

い世界を見てきなさいと、私一人で旅行に行
かせてくれたり、本当に、色々な経験をさせ
てもらいました。そうした経験は私の大学生
活に、とてもプラスになったし、将来のや
りたいこともこうした経験から見えてきまし
た。
　２年生になって、１年生とは違い、高校生
の生活から大学生活への変化にも慣れて、落
ち着いて物事を考えられるようになったと思
います。まだ漠然だけど、将来のことを考え
て、それに向けて資格をとることやこれから
やらなければならないことなども見えてきた
し、それと同時にただ受けるだけの受身の授
業ではなくて、そうした将来のことを考えて
それに活かせるように授業に取り組む気持ち
だって、私自身少し違ってきたと思います。
　大学を卒業するまで、あと２年弱あるけれ
ど、今、目の前にあることを着実にこなし、
将来私がやりたいことのために頑張りたい、
そう思います。今、目の前にあること、それ
は今の私でいえば、今度の７月にあるテスト
に向けて精一杯勉強し頑張ることです。小さ
いことだと思うかもしれないけれど、こうし
た小さいことから始めることが一番大事だと
思います。遠く離れた沖縄から静岡に出てき
てから約２年経って、今の私は、これからの
大学生活をどう将来に向けて活かしていこう
か、まだ模索中だけど、こうした小さいこと
からこつこつと、意欲に満ちて夢に向かって
まだ走り出したばかりです。

が宿なの？６千円も出して何であんなところ
に泊るの？私の不審な顔を見ながら主人は
「宿賃はいただいておりません。数年前にマ
イクロバスで始めたんですが、ここ数年野宿
する若者が増えて昨年あのバスにとりかえた
んです。10人位は泊れるでしょう。夕食は
用意できたら連絡しますからとりに来て下さ
い」
　善人宿とは食事付きの無料接待宿のことで、
ここで初めて知る。感激することしきり。
　早速バスの中に入れてもらう。フロアーは
前後２つに仕切られていて、後部のスペース
には布団が無雑作に山積されている。運転席
側にはテーブルやコーヒー、湯のみ茶碗が雑
然と置かれていて、いかにも野宿者が勝手に
使っているといった風情だ。元山男にとって
は旅館もいいがこんな雰囲気もまたいいもの
だ。
　更にうれしいことには、薬王寺のすぐ横に
千羽温泉という本物の温泉があり五百円で入
れることだ。〝やった！〟そんな思いでいそ
いそと温泉めざして出かける。大きな湯舟に
つかりほっとひと息いれると、何故か目頭が
熱くなった。
　今夜の泊り客は私達２人と短パンにひげも
じゃの大阪の男性、それに東京から来た20代
の２人の女性の５名。まずヒゲさん。自称日
雇い労務者でヒゲはのび放題。１週間近く野
宿をしていて風呂にも入っていないので、す
えた悪臭で近づくと呼吸困難になる。短パン
姿で、ヒョコヒョコ歩く好人物だ。女性の１
人は大きなショイコ状のリックに10キロ以上
の荷を詰めていて旅慣れている感じ。他の１
人は素足にサンダルばきで、鼻緒のところ以
外は日焼けして真黒な足をさらして、顔も日
焼けし、たくましい女性。彼女は前夜鶴林寺
を下りたところで野宿してきたといっていて、
２人共八十八ヶ寺を巡るのだという。負けそ
う！
　この４日間一緒に歩いてきた相棒の橋本さ
んはというと、ビール３本もかかえて「今
日は最後の日だから１人で乾杯」とかいっ
てご満悦。足裏をマメだらけにしていたから
「徳島市で帰京するところ、小林さんと一緒
に歩かせてもらい徳島県だけは無事お遍路で
きました。彼岸花は忘れても小林さんは絶対
忘れません」なんて酔いも手伝ってか同じこ
とを何回もくり返していた。本人も認めると
おり初めての長旅で、しかも乗物を使わず深
い山道を地図を片手に歩きつづける遍路旅は
大変だ。それにあの足裏のマメ、よくぞ私の
スピードについて４日間歩きつづけてきたも
のだ。本当にご苦労様でした。橋本さんの語
るには家を出る時周囲の人達から〝せいぜい
もって２日か３日、すぐ帰ってくるわ〟と言
われ、「そんなこと言うなら、もし徳島県全
部歩いたら10万円よ」とカケをして旅に出て
きたようで、〝これで10万円はいただきね〟
と喜んでいた。女性陣は夜中の10時過ぎまで
楽しげに騒いでいたが、私は９時には布団に
もぐりこむ。明日からいよいよ本格的な一人
旅がはじまるので一種の緊張感がよぎる。今
迄知り合った人達は私を除いて皆徳島県で打
ちどめだ。でもこのバスに泊っている４名は
高知に向うので、またどこかで再会できるか
もしれない。
　翌朝短パンのヒゲさんは4時頃起きて暗い
中ごそごそ動き出した。昨夜はひとしきり激
しく雨が降り心配したが朝方には止んだ。や
がて５時、まだ明けやらぬ暗闇の中をヒゲさ
んは〝じゃお先に〟といって出かけてゆく。
　私は昨夜の夕食の残飯とコーヒーを一杯飲
んでからヒゲさんの後を追うことにした。２
人の若い女性はまだ眠ったままだ。橋本さん
は６時50分の便で帰るといい、別れ際に薬王
寺のお守り札を渡し〝いろいろ本当にお世話
になりました〟と握手を求めてきた。〝いや
こちらこそご一緒させて頂いて楽しい旅がで
きました。次は是非高知までチャレンジして
下さいネ〟と最後の別れをかわし、雨上りの、
一寸ひんやりする朝もやの中を一路南に向っ

て歩き出した。さようなら！出会いは喜しい
が別れは淋しいもの、いつまでも手を振って
見送ってくれた。〝さようなら愛さん！〟
　室戸岬まで75キロの標識を見上げながら
〝よし歩くぞ！〟と気を引きしめる。これだ
け歩いてくれば当り前のことだが、依然足の
爪は痛いし脚のあちこちの筋が痛む。この痛
みがもっと激しくなって歩けなくなったら
その時は旅も終りだなんて弱気の虫もときど
き頭をもち上げてくるが、その時はその時だ。
日和佐トンネルを越えると牟岐町に入り、再
びトンネルをぬけると突然前方が開け海原の
広がる海岸線に出た。〝うわー海だ〟荒々し
い海に感動し早速一枚スケッチする。ここは
内妻の海で四国入りして初めての海に出た。
徳島県には23ヶ寺あるが全部山間地にあって
海岸近くにあるのは最後の薬王寺だけ。静岡
にいて海は見なれているが、山を歩いてきて
久しぶりに大海原を見ると矢張り感動するし
開放感がある。小さい入江と岬をいくつか通
りすぎやがて海南町から海部町に入ってきた。
結構にぎやかな街並みである。町のおばあさ
ん達がテントを張りお遍路に湯茶の接待をし
ている。そこでお茶を飲んでいた初老の遍路
さんが手招きして〝一服どうですか〟と声を
かけてきた。〝ではお茶でも一杯いただきま
すか〟と椅子に座ると、あたたかいコーヒー
を出してくれた。手招きした人は私と同じ年
位の人で、自転車でお遍路をしていて、これ
以降何回となく出会うことになる。コーヒー
を出してくれた人達は80才近いおばあさん達
で、こうして毎日お接待をしているのだろう
か、ありがたいことだ。再び歩き出すと間も
なく手頃な休けい所があった。屋根つきの立
派な建物で三方は板張りで木のベンチが壁面
にあり、これならシュラフで充分泊れる。少
し休けいすることにし、クツとクツ下をぬい
で痛む足指を解放してやる。時々こうしてク
ツ下まで脱いで足にも思いやりを示してやら
ないと反抗されてしまう。体は一体だが各々
が自己主張するのでいろいろと気配りが大変
だ。時計は12時を指している。歩き出すと路
上には室戸まで50キロの標識がでていて既
に25キロ歩いてきたことになる。やがて入
江が内陸部に深く入りこんでいる宍喰町を通
過。川のような入江は波もなく鏡のように静
か。イカダの上に屋根をつけた釣小屋らしき
ものが水面にいくつか浮いている外は漁船の
姿は見当たらない。水床トンネルを越えると
いよいよ目指してきた高知県入りだ。トンネ
ル出口近くに民宿があるのでまずは宿を確保
しようと玄関に入って家人を呼ぶが返事がな
い。午後の３時では早すぎるのか。
　仕方ない、別の宿を探すことにして歩き出
すと間もなく東洋町の白浜公園に出た。美し
い海岸線はそのまま公園になっていて夏は海
水浴場になるのだろう。公園の一角には脱衣
所やシャワールーム等の町営施設ができてい
る。
　よし今夜はここで野宿しようと決めると早
速脱衣所で汗まみれの下着を着替えジャブ
ジャブ洗面所で水洗いして、手持ちの物干
しヒモを公園の木の枝にかけて干した。午後
３時の日差しは強いのですぐ干くだろう。さ
てと、暗くならない内にスケッチを整理して
おこうと道具をとり出して色づけをはじめる
と公園に散歩に来ていた中年の男の人が近づ
いてきて〝お遍路ですか〟と声をかけてきた。
〝歩き遍路で今日ようやく高知入りしたんで
すよ〟と通り一辺のあいさつをすると〝以前
にもお遍路さんを泊めたことがあるんですよ、
よかったらどうぞ〟ここで泊まると決めてい
たのでお断りしようと思ったが、せっかくの
お接待なのでお言葉に甘えて泊めてもらうこ
とにする。彼の家は車で数分のところにあり、
奥さんと２人暮らしで、決して豊かな生活で
はなさそうだが心豊かに生活している様子が
うかがえた。お蔭様で思い出深い一夜をすご
すことができた。縁とは不思議なもので、彼
は私の妻の弟と同じ大学の同級生で四年間一
緒に学んでいたことが判った。感謝。

大学に入った全ての人に聞いてみたいこと。
言語文化学科１年　田中大樹

「あなたは、生きていますか？」
　春が来て桜が咲き、夏が来て蝉が鳴く。秋
が来て風がすすきを揺らし、冬が来て雪が積
もる。そのような一見意味があるようで、実
は意味などまったくない世界を楽しいと思え
るほどに、みなさんは生きているのでしょう
か。大学の四年間にかかわらず、全ての時間
は何をやっても何もしなくても過ぎていきま
す。そんな自由と呼ぶに相応しい時間をみな
さんはどのように過ごしたいですか。
　勉学に勤しむ。愛を育む。心身を鍛える。
この四年間にはありとあらゆる生き方があり
ますが、その中のものは何一つとして強制さ
れるものではありません。それは裏返して言
えば、私たちは自分で思ったとおりの、手に
したいと願った道を選べるということです。
さらにそれは、常に自分が一番良かれと思っ
た道を選ばなければならないということで
す。そして、選んだ道を実現させるために、
邪魔なものは薙ぎ倒し、大切なものは命を賭
して守り抜かなければならないということも
意味しています。どんな道を選ぼうとも、誰
に反対されようとも、自分で生きた道は誰に
も触ることなど出来ない最高の宝物なので
す。
　人は生きている限り生きなければいけませ
ん。生きながらにして死んでいる状態など
あってはならないことです。朝起きて、ご
飯を食べ、なんとなく講義を受け、生命活動
を持続させるためにバイトをして、夜になっ
たら寝る。そのような生活を客観的に見つめ
る自分がいて、こんな生活続けていてはいけ
ない、そう思いながらも何もしない、何も出
来ない。次第に、今楽しければそれでいいと
か未来に希望が持てないというニヒリズムに
出会い、そしてその思想を弄ぶようになり、
格好を付け始める。みなさん、そのようなこ

とが果たして生きていると言えるのでしょう
か。いや、あなたは言うのでしょうか。
　生きているということを私たちは受動的に
考えすぎています。目標や夢や愛や秩序が崩
れていくのはそのせいかもしれません。地球
の歴史が六十億年で、今までこの大地に生ま
れた生物は途方もない数で、出会った人や起
こった出来事は一人一人異なっていて、だけ
ど私は今ここにいる。奇跡と言えばそうかも
しれないですし、必然と言えばそれも納得で
きてしまうこの事実を、私たちはもっと能動
的で肯定的に受け取るべきです。
　生きるということは、私たちが生きていると
ちゃんと自覚することではないでしょうか。春
が来て桜が咲き、夏が来て蝉が鳴く。秋が来て
風がすすきを揺らし、冬が来て雪が積もる。確
かにこれらのことに明確な意味を見出すのは難
しいかもしれない。否、私たちが今この大学四
年間でやらなければいけないことは意味を見出
すことではないと思う。
　春が来て桜が咲くことを喜べるように。
　夏が来て蝉が鳴くことによって自分も元気
になるように。
　秋が来て風がすすきを揺らせば心が落ち着
くように。
　冬が来て雪が積もると自分の大切な思いも
積み重なっていくように。
　春夏秋冬を打算無しにそのように思えるよ
うになる生き方こそが私たちには必要なので
はないでしょうか。
　大学に入って劇的に変わることはあまりな
いかもしれない。それでも私はこのようにし
て思いを文章に綴り、毎日を自覚的に生活す
ることによって生きていることを実感できま
す。だから私はみなさんに聞いてみたいので
す。
「あなたは、生きていますか？」
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大学に入学して
人文学部法学科　１年　滝内　郁

　大学生になって私の生活はこれまでの生活
とはすべてのことが大きく変わりました。そ
の中でも一番大きく変わったと思われること
は学習の仕方です。高校までは、教科書に書
いてあることや授業で先生に教わったことを
とにかく覚えることが主な勉強でした。しか
し大学では、講義の内容や教科書の内容に対
して自分はどう考えたのかを自分の言葉で表
現することを求められることが多くなりまし
た。これまでの私は、授業の内容やテーマに
対して自分の考えを持つということがなく、
とにかく自分の考えを文章にするという作業
が苦手で、たとえほんの少しの感想文や小論
文を書いたりするだけでであったとしても、
とても苦痛でした。それが急に大学では自分
の意見を持つということが不可欠となり、戸
惑いを覚えずにはいられません。しかし、勉
強方法が変わってよかったと思うこともあり
ます。高校生の頃は勉強とは受験のためにや
らなければならないもの、好むと好まざると
にかかわらずやらされるものという思いがあ
りました。しかし大学では授業を自分で選ぶ
ことができ、自分の学びたいことをとことん
追求できます。そのため、勉強やいままで知
らなかったことを知るということは楽しいこ
となのだという、毎日新しいことを学べるこ
とが楽しみだった小学生や中学生の頃のよう
な気持ちを思い出すことができたような気が
します。今のこの気持ちを忘れずにこれから
もっと多くのことと学んで、自分の考えを
ちゃんと自分の言葉で表してみんなに伝えら
れるように頑張りたいです。

　また、長い間住んでいた地元を離れて一人
暮らしを始め、最初のころは一人ですべての
ことをしなければならないということに慣れ
ていないため不安になることもありました。
しかし、いつもそばで支えてくれる友達に恵
まれ、そんな不安もすぐに消え、今は一人で
暮らすことの楽しさを実感しています。前は
上手くこなすことができなかった家事もだん
だん手際よくできるようになってきました。
よく晴れた休日に早起きして洗った洗濯物を
干す時や部屋中を掃除し終えたときとても充
実感を感じます。
　私は今、レポートや予習や復習そのほかに
もやらなければならないことがたくさんあ
り、手帳を開くと予定がいっぱいで毎日とて
も忙しいです。しかし、とても充実していて
そして何より楽しいです。時には将来の夢と
今の自分の実力のギャップを実感し、落ち込
むこともあります。そんな時でも、なんでも
相談に乗ってくれる友達や知識が豊富で頼り
になる先輩達のおかげですぐに立ち直りまた
これから頑張ろうという気持になることがで
きます。
　大学での四年間は、自分の将来の目標のた
め積極的に勉学にはげみ、また、今までとは
違う新しいことにも挑戦し視野を広げ、より
多くのことを学びたいです。そしてひとつひ
とつの出会いや、一日一日の時間を大切に
し、昨日の自分より今日の自分が、今日の自
分より明日の自分が少しでも成長している、
そんな実りある充実した毎日を過ごせるよう
に努力したいです。

静大祭を楽しむ方法
人文学部社会学科人間学コース　３年　石田光羽

　静岡大学に入学して３年目、「この２年間何
をしてきたか？」と問われれば、私の答えは
「静大祭を作ってきた。」である。私は静大祭
実行委員会のメンバーだったのだ。(実行委員は
２年で引退となる。)　これを読んでくださって
いる方の中にも、静大祭実行委員会のＯＢ・Ｏ
Ｇの方がいらっしゃることと思う。静大祭実行
委員会は健在で、今日も祭を作っています！
　実行委員会の仕事は大きく分けて４つある。
１つめは静大祭当日に行う企画を考えること、
２つめは静大祭についての案内をすること、３
つめは大学構内を飾りつけること、４つめは静
大祭で発表や出店をしたいという人達を取り
まとめること。どれか１つが欠けても静大祭は
作れない。私たちは担当に分かれて仕事をし、
週に２回の会議で、それぞれの報告や意見交換
を行う。学部も学年も生活事情も異なる人たち
が、授業もアルバイトも他のサークル活動もあ
る中で、この時間だけは、静大祭について真剣
に議論するのだ。来場者にもっと楽しんでもら
いたい、来場者がもっとくつろげる工夫はない
か、部やサークルの発表の場をもっと広げられ
ないか、もっと、もっと、もっと･･･。こうし
て静大祭は、過去の問題の解決と新しい試みに
よって、小さいながらも毎年進化していってい
る。そして、「静大祭を作る」という１つの共
通項が、バラバラな個人をつなぐ役目を果たす
ことを、私はすごいことだと感じる。
　けれど私たちは、仕事だけの付き合いでは決
してない。休日には案内物や装飾物を製作する
し、他の部やサークルでもそうだと思うけれ
ど、空き時間には部室(私たちの場合は実行委員
会室だが)に自ずと集まるようになってくる。
そうなるともう、毎日のように顔を合わせるこ
とになるのだ。性別や、出身や、学部といった
表面的なものを超えて、真正面から相手とつき
あえるようになっていく。まるで兄弟のように
心を許すことができた。ふざけあったり、語り
合ったり、思いつきでバカなことをしたり、本
当にいい仲間と出会えたと思う。私たちはみん

な淋しがり屋で、ただこうして笑い合える仲間
が欲しかっただけなのかもしれない、と考える
こともある。お祭を作ることを口実に、誰かと
何かを共有したかっただけなんじゃないだろう
か。それほど、「実行委員会」という役割的な
ものを超えたつながりを持つことができた。代
替わりをして、私たちの手で静大祭を作ること
がなくなっても、このつがなりは切れていな
い。これからも、自分から切らない限りは続い
ていくだろう。いつまでも「あの時はしんど
かったよねぇ。」などという話を、お酒を飲み
ながらするのだろう。
　高校時代の恩師にもらった言葉で「楽しい
ことは苦しい。苦しいことは楽しい。」とい
うものがある。この言葉で大切なのは後者。大
変なことの中にこそ、それを経験したものにし
か味わえない楽しさがあるということだ。私に
とっての委員会活動は、正にこの言葉どおり
だった。学科での友達に委員会のことを話す
と「えー!?　大変だねぇ。」とよく言われた。
「まぁね。」と答えるが、実は心の中ではニヤ
けている。「この楽しさはわからないんだろう
なぁ。」と。長時間続く会議も、休日返上の製
作活動も、大変さは横にいる仲間の笑い声に吹
き飛ばされていく。そして、お祭という非日常
の空間を作り出し、支えているという実感。そ
れは、どっきり企画の仕掛け人のような、お化
け屋敷のお化け役のような、とてもわくわくす
る楽しさなのだ。静大祭当日には、来場者の笑
顔を見ていたずらっ子のようにほくそ笑んでい
る。静大生として発表や模擬店を楽しみ、実行
委員として１つのイベントを作り上げた達成感
を味わい、そして信頼し合える仲間が隣にい
る。静大祭を一番楽しんでいるのは、実は私た
ちかもしれない。
　今年もまた、11月半ばに静大祭が開催され
ます。同窓会のみなさん、久しぶりに、静大祭
に遊びに来ませんか？みなさんの時代から良き
伝統を受け継ぎ、そして進化してきた静大祭。
必ず楽しい１日となることをお約束します!!

退職された先生

　山脇貞司先生は、本年 3 月をもって静岡大
学を定年退職され、このたび本学名誉教授の
称号を授与されました。
　山脇先生が人文学部に赴任されたのは
1974 年のことです。それ以来、32 年の長
きにわたり、本学部の教育・研究の発展のた
めに多大のご尽力をいただきました。先生が
赴任された当時の法経学科は、78 年に法学
科となり、その後、91 年の大学院法学研究
科の創設、95 年の夜間主コースの設置、そ
して 2005 年の法科大学院の設置など、この
間の法学科の歩みは、文字通り山脇先生の歩
みでもあり、その中にあって、先生は、教務・
就職委員長、法学科長、評議員、法科大学院
支援協会事務局長などの重責を担ってこられ
ました。
　先生は、家族法担当教員として、法学科や
大学院の専門科目等の講義や演習を担当して
こられました。先生の教育への情熱と学生思

いの教育実践は同僚教員の模範であり、先生
の担当する家族法ゼミには人気ゼミのひとつ
でもありました。毎年度末に刊行される山
脇ゼミ卒業論文集はその足跡を印したものと
なっています。
　研究面では、家族法における扶養問題を一
貫して追求され、高齢者介護の問題、親権・
監護権の問題などについて、多くの研究業績
を挙げてこられました。共同研究のリーダー
として編集されたものに、『高齢者生活保障の
法と政策』（多賀出版、1993 年）、『高齢者
介護の政策課題』（勁草書房、1996 年）が
あります。
　先生は、社会的活動の面でも、静岡家庭裁
判所家事調停委員、静岡県消費生活審議会委
員など、多彩な活躍を積み重ねてこられまし
た。
　山脇先生、長い間、ありがとうございました。

（法学科　三橋良士明）

新任教官紹介
経済学科　上藤一郎

　経済統計学担当の教員として，この４月に
着任致しました上藤（うわふじ）と申します。
静岡大学には，集中講義で何度か出講させて
戴いた経験があり，同窓の皆様の中にはある
いはご記憶の方もいらっしゃることと存じま
す。専門はもちろん統計学ですが，もともと
統計学と確率論の歴史研究でキャリアを積ん
できたこともあり，科学史，科学哲学，科学
社会学といった分野にも大変興味を持ってい
ます。そのため統計学とは別に「科学技術の
経済学」というようなテーマを設定すること
ができないか，目下思索中です。
　ところで静岡大学に赴任する以前，私は，

三重県の私立大学
で17年間教鞭を
取ってまいりまし
た。教員としては
ち ょ う ど 折 り 返
し 点 に 来 た わ け
で，思いも新たに
教育と研究に力を
注いでいく所存で
す。同窓の皆様に
は，後進の育成に是非ともお力添えを賜りた
く，今後ともよろしくお願い申し上げます。

　経済学科の小桜義明教授は本年 3 月末を
もって、早期退職制度により退職された。本
学への赴任は 1974 年であり、32 年間の長
きにわたり、工業政策や地域政策の講義、ゼ
ミナールを担当され、すぐれた人材を育成し
世に送り出した。研究面では、地域の産業政
策や自治体政策を中心に多くの研究業績を挙
げられた。とくに地域自治体の抱える諸問題
にたいする具体的な政策提起を行い、地域産
業の振興と住民生活の改善に結びつく地域政
策の姿を明らかにした。静岡県の各地域自治

体や地域住民との長きにわたる連携・協力関
係により、地域社会とともに生きる研究者と
して、文字通り先駆的役割をはたし、すぐれ
た地域貢献の実践者であった。就職・学生関
係の委員長や学科長などの要職をつとめられ、
学内行政面からも静大の発展に寄与するとと
もに、教育においても、終始、学生の目線に立っ
た情熱的な人間教育を徹底され、多くの学生
から慕われる存在であった。

（経済学科　居城　弘）

　静岡大学人文学部経済学科教授で経済統計
学担当の土居英二教授が 2007 年 3 月で退
職されました。土居先生は、1947 年のお生
まれで、京都大学経済学部卒業後、大阪市立
大学大学院経営学研究科を修了され、1979
年 4 月に静岡大学人文学部経済学科に赴任さ
れました。以後 28 年の長期にわたって静岡
大学で教育、研究、社会貢献活動にたずさわっ
てこられ、その間、1992 年４月より翌年 2
月までイギリス・ケンブリッジ大学客員研究
員、2004 年 4 月から１年間、経済学科長を
歴任されました。担当の講義は、国民経済計
算論や産業連関論、統計学、経済統計学など
で、とくにゼミは人気が高く、卒業生は 200
名を超えます。
土居先生の研究で特記しておかねばならない
ことは、消費税導入による影響の各種シミュ
レーション研究です。この研究は、静岡大学
税制研究チームの研究の一環として行われ、
研究成果はテレビ、新聞、雑誌等に大きく取

り上げられ全国的に注目されました。また、
経済学の諸理論を解説する舞台を、約 140
名の経済学科学生が、大学祭で演じたユニー
クな教育実践記録である『舞台の上の経済学』

（1985 年）も、先生が中心になって指導さ
れたもので、静岡大学の貴重な財産となって
います。さらに、先生の多様な社会貢献活動
について、ご存知の方が少なくないと思いま
すが、静岡県や県内の自治体の政策評価研究
が代表的です。
研究、教育、社会貢献活動において、それら
の深奥に共通する基本的姿勢は、統計学を民
主主義の重要な道具として示そうとするもの
でした。統計学を学ぶ者の姿勢として大事な
ことです。現在、先生は体調不良が続いてお
られますが、ご快復を念じております。
土居英二氏は、2007 年４月に静岡大学名誉
教授の職に就かれました。

（経済学科　藤岡光夫）

山脇貞司先生

小桜義明先生

土居英二先生
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書籍紹介
『モンゴルとイスラーム的中国―民族形成をたどる歴史人類学紀行』

楊海英 著(風響社、07年5月刊）403頁
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　本書は、現代中国の内モンゴル自治区西部 ( オル
ドス市、アラシャン盟 )、寧

ニンシャー

夏回族自治区、甘
カンソー

粛省、
それに青

チンハイ

海省における三年間にわたるフィールド
ワークの成果を書き下ろしたものである。中国では
これらの地域を「中国西北部」と呼ぶ。これらの地
域の面積は約155万平方キロメートルで、そこに
は4000万人近い諸民族が住んでいる。現代中国の
イスラームを信仰する10の民族も、すべてこの地
域に住んでいる。ムスリムたちは間違いなく西北中
国の主人公となっている。そのため、著者はこのよ
うな「中国西北地域」を「イスラーム的中国」と呼
んでいる。日本人は中国西北部の一部分を河西回廊、
内蒙古西部沙漠地域、シルクロード青海の道、など
と表現する。
　遊牧民出身の著者は本書において、モンゴルから
の視点に立脚している。モンゴル高原の最南端のオ
ルドス高原から寧夏、甘粛、それに青海など「イスラー
ム的中国」を眺める、という視点である。モンゴル
がどのように中国、特に「イスラーム的中国」と関わっ
てきたのか、その一端を示している。モンゴルはずっ
とこれらの地域と歴史的に深く関わってきたのであ
る。
　清朝の崩壊に伴って成立したモンゴル高原のモン
ゴル国 ( 旧モンゴル人民共和国 ) は、きわめて閉鎖
的な国家だった。本来ならば、モンゴルの人は「イ
スラーム的中国」について一番情報を持っていたは
ずである。歴史的にはこの地にモンゴル語系の言葉
を話す仲間たちが居住してきたし、チベット高原に
入って聖地巡礼を行う時も、この地を通過していた
のである。にもかかわらず、モンゴル人は現在、こ
の地域にほとんど関心を抱かなくなった。
　モンゴル国のモンゴル人とちがって、中国内モン
ゴル自治区のモンゴル人たちが、何故、誰によって
中国の国民とされてしまったのか。内モンゴルがい
かにして中華人民共和国の国土とされたか。このよ
うな深刻な問題も実はすべて「イスラーム的中国」
の住民たち、特にムスリムたちと関係している。
　明朝が築いた万里の長城の西端、嘉峪関もこの地
まで到達している。嘉峪関以西を歴世の漢人たちは
塞外や西域、草地や荒漠などと表現し、さほど深い
関心を示してこなかった。ときおり、雄略を抱く皇
帝が現れれば、長城以北に兵を派遣して経営にあた
ることもあったが、それもたいていは短命に終わる
ことが多かった。これは、漢人から見た中国西北部
の歴史であろう。
　一方、著者が属する遊牧民側からすれば、いわゆ
る塞外は良質な草原地帯である。この地の東北に位
置する賀

アラク・ウーラ

蘭山と南西に立つ祁連山、阿爾金山には森
林が分布し、広大な河谷は夏を過ごすのに最適の地
である。賀蘭山と祁連山、阿爾金山の間に続く果て
しない平地草原は春と秋、それに越冬放牧に向いて
いる。これらの地からやや南へ進めば、農耕・都市
民と交易できる場所もたくさんある。生活するには
実に便利なところだった。

　今日の「イスラーム的中国」はまた、漠北のモン
ゴル高原で覇者の争いに失敗した者を積極的に受け
入れてきた。そのため、匈奴からはじまり、月氏、突厥、
土峪渾、それにモンゴルなど、さまざまな「落ち武
者」たちがここへやってきて小さな遊牧政権を建て
て、漠北の本土と中華世界の両方と交渉し、渡り歩
いた。その結果、多くの民族集団が形成された。漠
北だけでなく、時には中央ユーラシアからの集団を
も受け入れていた。人々は多種多様な宗教を持ち込
み、シャーマニズムやチベット仏教、それにイスラー
ムなどが開花した。
　満洲人の清朝は、非常に効率よく、これらの地を
統治してきた。いわゆる朝貢システムには「西北の
弦月」と称されるイスラーム地域もみごとに組み込
まれた。満洲人の支配体制は大分、合理的だったが、
末端における「イスラームと漢」との齟齬は帝国を
体内から蝕み、弱体化に追い込んだ。「イスラーム対
漢」という対立軸は何も清朝に原因があるのではな
く、そもそも、それは大元王朝が残した遺産でもあっ
た。
　西欧列強の進入に伴い、漠北やチベット高原に住
む満洲人の同盟者たちは独立を宣言したが、対立軸
の両端を担っていた「イスラームと漢」が、代わり
に台頭してきた。「イスラームと漢」は、時には対立し、
時には同盟を組んで、往昔の満洲人の盟友たちを抑
え、中華民国に留めた。その結果、自立を逸してしまっ
た諸集団は、中華人民共和国の一員として、与えら
れた最小限の自治に満足せねばならなくなった。
　人々が共産主義中華人民共和国の残酷な真実を
知ってから、相次いで力で意思表示をした。1950
年代に長く続いた蜂起である。蜂起は容赦なく鎮圧
された。そして、再教育を受けるべくして、10年
間に及ぶ「文化大革命」を人々は体験しなければな
らなかった。現地の住民たちが苦難や辛酸を嘗め尽
くしていた時、彼等の故郷には核実験場や衛星基地
が作られた。国威発揚は犠牲を強いられたマイノリ
ティの代償の上に成り立っている。これこそ、社会
主義国民国家の歩んだ歴史である。
　世界は今、大国主導のグロバリゼーション(全球化)
と「反テロ」に巻き込まれている。マイノリティにとっ
ては、少なくとも現時点ではどちらも決してプラス
にはなっていない。グロバリゼーションは、豊かに
なる夢をちらつかせながらも、彼らの地から産出す
るエネルギーを吸い上げている。「反テロ」は、多少
の自己主張をすべてテロと拡大解釈される危険性を
伴っている。ムスリムを含む各少数民族にとっては、
とかく、住みにくい世になっている。
　中国西北部のどんな僻地 ( もし、それらしきが存
在するならば ) に行っても、必ず、日本のNGOや
NPO団体の活動が見られるようになった。日本に
とっても、決して遠い世界ではなくなってきている。
かの地の人間が何を信仰し、互いにどんな関係で結
ばれ、そして相互をどのように認識しているかを考
えるのに、本書が役立つことを願っている。

　会員の大切な個人情報は、当同窓会の活動以外には一切使用致しません。第三者に開示・
漏洩することは一切ありませんのでご安心下さい。
　尚、会員データベースからご自分の個人情報データの削除をご希望される方は、下記の『変
更データ個人票』にて事務局までお申し出下さい。

個人情報保護

社会学科 言語文化学科 法学科 ( 昼間 ) 経済学科 ( 昼間 ) 法学科 ( 夜間 ) 経済学科 ( 夜間 ) 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

卒業生 37 48 85 20 62 82 102 62 164 119 57 176 28 27 55 23 9 32 329 265 594
就職者 24 39 63 11 43 54 63 45 108 101 47 148 13 8 21 13 4 17 225 186 411

内　
　

訳

公 務 員 5 2 7 0 4 4 22 11 33 11 4 15 2 0 2 1 0 1 41 21 62
教職公務員 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 2
私学教員 0 0 0 1 2 3 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 2 4

一般企業等 19 37 56 10 36 46 41 34 75 89 43 132 11 8 19 11 4 15 181 162 343

進　
　

学

大学院進学 5 3 8 2 4 6 10 7 17 10 5 15 0 2 2 1 0 1 28 21 49
専門学校 1 0 1 1 2 3 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2 3 5

留学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2
未決定 3 2 5 0 1 1 3 2 5 0 0 0 1 0 1 0 0 0 7 5 12

既就職者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 8 16 7 1 8 15 9 24
就職しない 3 0 3 3 9 12 22 6 28 2 1 3 5 6 11 0 1 1 35 23 58
就職未決定 1 3 4 3 3 6 3 2 5 6 3 9 1 3 4 2 3 5 16 17 33

※進学その他（編入学生、研究生、科目等履修生、聴講生等）　
※就職しない（国家試験・公務員試験・教員採用試験等受験予定者、主婦、結婚予定者等）

平成 19 年 3 月 人文学部卒業生就職・進学等学科別一覧

　旧制静高展とは、旧制静岡高等学校
のOBが、油絵や水彩画など、日頃描
いた作品を、毎年秋に東京で発表する
展覧会のことで、今年で９回を数えま
す。
　メンバーは二十数名で、最年少でも
喜寿を越え、意欲は旺盛ですが、如何
せん高齢化の波にさらされているのも
事実です。
「美を楽しむ」この会を永く続けるた
めに、旧制静高にご縁のある静岡大学
OBの皆さんに、ご理解を頂いて多く
の方にご参加願えれば、大変有り難い
次第です。会への出品を勧誘いたしま

すので、ご遠慮なくお申込下さい。心
より歓迎いたします。
　 次 回 の 第 ９ 回 旧 制 静 高 展 は 、 平
成19年10月22日（月）より28
日 （ 日 ） ま で 東 京 八 重 洲 の ギ ャ ラ
リー　くぼた4階　で開催します。
（東京都中央区京橋2-7-11　Tel 
03-3563-0005）出品作品は１人5
点まで。大きさはトータル30号まで
です。お問い合わせ・お申し込みは下
記の通りです。
★原田龍二　国分寺市富士本3-14-28

Tel＆Fax　042-502-8288

第９回旧制静高展への出品のお誘い

月曜日から金曜日の 10:00 〜 16:00 にご連絡下さい。
�( 休日、時間外はメール及び FAX にてご連絡下されば、� 後で対応いたし
ます ) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当 : 土屋

〈事務局への連絡〉

（楊海英さんは社会学科教授　大野　旭さんです）


